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研究概要（200~600字程度） 

(1) 高温・高圧下での岩石-熱水反応実験を通じて，（現世，初期地球の）海底下での熱水活
動を再現し，岩石からの物質の移動を調べ，生物̶岩石̶熱水の相互作用を解明すること

を目指しています。それらの積み重ねによって，生命の起源に迫れたらいいなと考えてい

ます。（2）堆積岩や火山岩中の白金族元素などの重金属濃度と同位体比を用いて，大規模
火成活動と地球表層環境のリンクを明らかにし，また，生命活動の関与を探る。それらの

情報を利用して，地球史を明らかにしたい。 
 
分析手法 
(1) 高温・高圧熱水実験装置を用いて，岩石�熱水反応とそこから生じる物質と生命との

相互作用を探る。溶液中のガス濃度を直接測定可能なガスクロによって，水素，メタンな

どのガスを分析。ICP 発光，ICP 質量分析計によって，元素濃度を測定する。 
(2) 化学分離を行って，サンプルから抽出した目的元素の同位体比を質量分析計によって

測定し，そこに保存されている情報を読み取る。 

 
コラボレーションの提案例 

熱水実験（受け入れ側）- 微生物培養と解析（留学側） 
 ガス，元素，同位体分析（受け入れ側）- 航海，フィールド調査（留学側） 
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